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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 UACJ  

 

[企業 ID]  5741 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] アナリスト説明会  

 

[イベント名]  ESG 説明会（前半）  

 

[決算期]    

 

[日程]   2023 年 12 月 7 日  

 

[ページ数]  54 

  

[時間]   10:00 – 11:01 

（合計：61 分、登壇：61 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  102 

 

[登壇者]  5 名 

代表取締役 社長執行役員   石原 美幸（以下、石原） 

取締役 常務執行役員 サステナビリティ推進本部長  

板事業本部副本部長（製造部門）  田中 信二（以下、田中） 
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専務執行役員 ビジネスサポート本部長 山口 明則（以下、山口） 

専務執行役員 マーケティング・技術本部長  

平野 清一（以下、平野） 

財務本部 IR 部長    上田 薫 （以下、上田）  
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登壇 

 

上田：本日はお忙しい中、株式会社 UACJ、ESG 説明会にご参加いただき誠にありがとうございま

す。本日、司会を務めます、財務本部 IR 部長の上田薫でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

それでは、本日のプログラムを始めさせていただきます。はじめに、代表取締役社長執行役員の石

原より、開催にあたってのご挨拶と、UACJ グループが目指す軽やかな世界についてご説明させて

いただきます。 

石原：おはようございます。社長の石原でございます。昨年に引き続きまして、この ESG 説明会

を開催することができました。ご参加賜り、誠にありがとうございます。 

本日は、「“軽やかな世界”の実現に向けてアルミニウムができること」というテーマで、皆様に当

社の ESG について、特に環境と人の側面から具体的な考え方、取り組みについて各担当役員から

お話を申し上げたいと思います。 

はじめは、当社からプレゼンテーションさせていただいて、プレゼンテーション終了後、休憩を挟

んで、ご質問を頂戴したいと思います。 
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はじめに、私から UACJ グループが目指す軽やかな世界についてご説明申し上げたいと思います。 
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このページは、UACJ グループのサステナビリティの進化についてです。UACJ グループは、2023

年 10 月をもって、統合から 10 年を迎えることができました。ひとえに、ご支援を賜りました皆

様方のおかげと感謝申し上げます。 

10 年を振り返りますと、さまざまなことがございました。サステナビリティへの取り組みは、確

実に進化してきた事項の一つです。ガバナンスを中心とした機構の強化を皮切りに、サステナビリ

ティ活動を推進、高度化してまいりました。これから先の 10 年、そして 100 年後も見据え、軽や

かな社会の実現に向けて積極的な活動を展開してまいります。 
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UACJ グループの理念体系、フィロソフィーをあらためてお示ししております。この 10 年間で最

も大きな変化点の一つは、2020 年 2 月に公表した UACJ グループの理念の再定義でした。 

UACJ は誰のために、何のために事業を行うのか、社会における存在意義（パーパス）を問い直し

たもので、毎度皆様にお示ししております。 

「素材の力を引き出す技術で、持続可能で豊かな社会の実現に貢献する。」という企業理念は、銅

あるいはアルミニウムという金属素材が持つ機能や特性を生かす技術力、すなわち技
ワザ

と術
スベ

を競争力

の源泉とし、持続可能かつ文化的で豊かな社会を感じる社会を実現していこうという決意を表した

ものとなっております。 

さまざまなバックグラウンドを持つ社員がこの UACJ グループに集まり、そして掲げた理念に向か

うための行動指針を羅針盤「UACJ ウェイ」としてまとめました。 

構造改革を機に発足した、社長直属の組織である新しい風土をつくる部を推進役として、構造改革

の期間を終えた今でも、私あるいは役員が中心となって社員と対話会を実施して、この浸透活動を

行っております。 

UACJ グループが掲げる企業理念、どのような価値を社会に提供し続けるかを一人ひとりが考え

て、実践し続けられており、よい方向に向かっていると実感しております。 
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UACJ グループにとってのサステナビリティとは「アルミニウムを通じ、持続可能で豊かな社会の

実現に貢献すること」は、すなわち、企業理念そのものだと思っています。 

持続的な社会へ貢献するために、まず自らが持続的でなければならないということです。 

当社が営むアルミニウム事業は、急激な気候変動への対策、あるいは生物多様性の保全と再生、そ

して資源の有効活用に対して大いに有効なものであると感じております。この事業の持続性と、環

境、社会の持続性は連動するものであることを強く認識しております。 

「アルミニウムを究めて、環境負荷を減らし、軽やかな世界」を実現することは、すなわち、アル

ミニウムという素材が環境、社会問題の解決の一助になることをお示しするもので、サステナビリ

ティ活動の強化が企業価値向上に直結することは言うまでもございません。 
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当社グループのサステナビリティの基本方針をお示しします。 

100 年後の軽やかな世界を実現するために今取り組んでいること、将来のために積み重ねていくこ

とは何かを、本日のプレゼンテーションでお示ししたいと思います。 
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UACJ グループでは、マテリアリティを中長期の時間軸で捉え、ESG の観点から、持続可能性にか

かわる重要な課題であると定義しております。 

マテリアリティでは、環境・経済・社会の課題の中でも、UACJ グループのステークホルダーの皆

様にとって関連が深いこと、そして企業価値向上につなげるべく優先すべき課題であること、そし

て提供したい価値そのものの創出につながるものであることを重視しております。 

マテリアリティとして設定し、取り組みを進めてきた結果、事業活動を営む中で基本的なものとし

て根づいてきたものは UACJ の当たり前として捉え、マテリアリティから事業継続のための土台に

することとしました。 

時代の変化を柔軟に捉え、社会的な責任の遂行と社会への還元のため、当社ではマテリアリティの

見直しを進めております。 
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このたび、サステナビリティ活動を推進していく上で、UACJ のグループとしてのをまとめまし

た。 

環境面においては「美しく豊かな地球がずっと続く未来」、ウェルビーイングの観点からは「誰も

が幸せを感じられる、健やかで調和の取れた社会」が、UACJ グループの目指すべき方向性である

ことを、この羅針盤の上と下に方向づけしました。これらは SDGs の目標とも合致しております。 
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環境の観点、ウェルビーイングの観点をお示ししています。目指す方向性等の方策については、こ

の後、各担当の役員から具体的にお話しします。 
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このマテリアリティが、UACJ VISION 2030 とどう関係があるのかについてお話しします。

VISION 2030 で描いたその姿に到達するために、当社では 2021 年 5 月にマテリアリティを公表

し、取り組みを進めております。 

ここまでもご説明したとおり、時代の動きに柔軟に対応すること、そして外部環境を正確に捉える

ことが大事だと思い、このたびマテリアリティそのものの見直しに至っております。 

環境面においては、持続可能な地球環境の実現を目指して、アルミニウムの循環型社会の牽引と、

気候変動への対応、自然の保全と再生・創出を掲げております。 

社会、経済面では、ウェルビーイングの実現を目指して、人権の尊重、多様性と機会均等の浸透を

掲げております。 

現行のマテリアリティで掲げております人材育成につきましては、人権への配慮を含むととらえて

いますが、全社重点方針として今後も取り組みます。 

また、労働安全衛生、製品の品質と責任については、既に UACJ グループの当たり前のこととして

定着しており、100 年後も当社の事業基盤の基礎になるものと確信し、このように判断しました。 
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現行のマテリアリティについては、第 3 次中期経営計画の非財務の KPI ともなっておりますの

で、その実績と総括は、次回の IR Day においてご報告申し上げることとします。 
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最後に、サステナビリティを通じた UACJ グループの価値提供のあり方、UACJ グループが持続的

に成長し続けるためには、アルミニウムが環境に優しい素材であることを広く皆様にご認識いただ

き、知っていただき、さらにアルミニウムの活躍の場がどんどん広がっていく、これが必要不可欠

だろうと感じております。 

この使命感の下、UACJ グループは、社会に対してよりよいインパクトのある、実効性の高い活動

を推進してまいります。 

その一つが、ALmitas＋（アルミタス）というインブランディング戦略です。「これもアルミでで

きているのだ」と感動していただける、そういう取り組みを進めてまいりたいと思っております。 

1898 年に大阪で日本初めてのアルミニウム圧延事業が始まりました。ここから 125 年受け継いで

きた技と術、また統合を機に構築したグローバルでの事業基盤を生かして、これからもアルミの力

で新たな価値を創出し、軽やかな世界の実現を目指してまいりたいと思います。 

今後も、当社はこの企業理念、企業価値の向上に努め、そしてステークホルダーの皆様方のご期待

に応えてまいりたいと思います。より一層のご支援を賜りますよう、あらためてお願い申し上げま

す。 

以上、私からのプレゼンテーションでございます。どうもありがとうございました。 
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上田：石原社長、ありがとうございました。続きまして、美しく豊かな地球がずっと続く未来へと

いうテーマで、取締役常務執行役員の田中信二よりご説明申し上げます。 

 

田中：あらためまして、おはようございます。サステナビリティ推進本部の田中でございます。こ

のパートでは、美しく豊かな地球がずっと続く未来へというテーマで、環境にかかわる取り組みに

ついてご説明します。 
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この図は、先ほど石原からも説明がありましたように、サステナビリティ活動で目指す方向性を羅

針盤として表現したものです。羅針盤の上部には、環境に関するマテリアリティ、下には社会、人

に関するマテリアリティを示しています。 

ここでは、環境に関する重要課題に対する取り組みについてお話しします。 
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UACJ グループが考える環境への貢献は、美しく豊かな地球がずっと続く未来に向けての行動で

す。マテリアリティの見直しにあたって、あらためて当社が貢献したい分野、領域、また大切にし

ていることを見直し、その思いを形にしたのがこの環境コンセプトとなります。 

これまでずっと当たり前として取り組んできた、環境管理活動を土台とし、さらに視野を広げ、気

候変動への対応、水セキュリティ、環境型社会の構築、生物多様性の確保に取り組んでまいりま

す。 
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環境分野のマテリアリティが目指すところは、「美しく豊かな地球がずっと続く未来」を実現する

ことにあります。 

新たなマテリアリティでは、アルミニウムの循環型社会の牽引、これまでと同様に気候変動への対

応、自然の保全と再生・創出を挙げ、これらは SDGs のゴール 12「つくる責任、つかう責任」、

ゴール 13「気候変動に対する具体的な対策」に合致し、事業を通じて、軽やかな未来の創造へつ

なげていきたいと思います。 
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環境分野におけるこの 3 つのマテリアリティは、独立したものではなく、お互いに関連性を持ち、

支え合い、融合する関係にあることで、UACJ グループの環境活動の目的である「緑豊かな青い地

球に感謝し、アルミニウムを究めて、持続可能な社会の形成に貢献しよう。」につながるもので

す。 

ひいては、UACJ グループの企業価値の向上につながっていくものと確信しています。 
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それぞれのマテリアリティについて説明してまいります。 

はじめに「自然の保全と再生・創出（ネイチャーポジティブ）」です。当社にとってのネイチャー

ポジティブ、自然と当社の事業活動の関連性を示したものです。 

依存という観点では、事務所で使用する水の供給、梱包用の資材として使用する木材の供給等があ

ります。依存には、事業活動での排水を浄化する河川等の自浄作用や、排出された CO2を吸収す

るという森林生態系の気候変動緩和機能も含まれております。 

一方で、影響に関しては、製造工程での水の消費、CO2の排出、廃棄物等があり、サプライチェー

ンを通じたボーキサイト採掘による土地の改変等が挙げられます。 

自然に当社の事業活動を支えられている、事業活動を通じて自然からさまざまな恩恵を受け、同時

に影響を与えていることを自覚し、自然から受けるリスクの低減と、UACJ グループだからこそで

きる自然の回復への貢献に努めてまいりたいと思います。 
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当社における、ネイチャーポジティブに関する取り組みの事例を示したものです。リサイクル原料

の積極的な利用では、土地改変の回避、低減につながり、水の循環利用においては循環利用を積極

的に果たすことで、取水量の低減となり、生態系への影響の回避、また森林の積極的な保全を挙げ

ています。 
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続いては、気候変動への対応です。2022 年度においては、Scope1 に関して具体的な目標値を掲げ

ました。このたび、Scope3 についても CO2削減目標を設定しました。スライドの下段、After

が、この 2030 年度に向けた Scope3 の目標値です。 

Scope3 においては、2050 年はサプライチェーンのさまざまなパートナーとの協業に取り組み、リ

サイクルの最大化、かつサプライチェーン全体での CO2等の GHG 排出削減活動を進め、GHG 排

出の最小化を目指してまいります。 

その途中にあたる 2030 年度は、リサイクルの拡大等によって、その目標を 30%としました。 
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Scope1 から 3 の気候変動対策推進のロードマップを示しております。Scope1、2 については、目

標設定とともに、既に各種具体的な取り組みがスタートしております。 
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Scope2 においては、製造工程での脱炭素の施策として、再生可能エネルギーの導入開始、拡大を

進めております。当社グループでは、本年 4 月から、Scope2 の 20%に相当する電力を再生可能エ

ネルギー由来に切り替え、CO2の排出量を 10 万トン削減しました。 

これにより、グループ会社のうち国内 17 の拠点が 100%再生可能エネルギー工場となりました。 
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Scope1、2 のここまでの実績値と目標値を示しております。2022 年度の実績値は、2019 年度比

10.7%の削減となりました。 

その他、Scope1 においては、CO2排出量の少ない燃料への転換や溶解炉の省エネなどを挙げ、こ

れらの施策は着実に進行中です。 
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さらに、Scope3 においては、目標値設定とともに、既に具体的な施策を取り組み始めておりま

す。この表にる通り、一部のお客様に対しては UACJ-SMART マスバランスによる供給が開始さ

れ、また、アルミ化推進におきましては、次のパートで説明がありますが、ALmitas＋ブランドの

立ち上げ等があります。 

これらに加え、さらに効果的な施策を推進することで、カーボンニュートラル挑戦宣言の達成につ

なげてまいります。 
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TCFD のシナリオ分析による結果を紹介します。本分析は、環境省の支援事業として取り組みを進

めております。 

この中でも、とりわけ事業に大きな影響を及ぼす可能性が高いのが炭素税です。IEA によるシナリ

オ炭素価格で算出した場合、左上のように、2030 年に CO2排出を 30%削減できれば、対応しなか

った場合と比較し 55 億円のリスク低減、2050 年のカーボンニュートラル達成では、420 億円もの

リスクの低減につながります。 

また、CO2の排出削減はリスクのみならず、当社にとっての大きな機会でもあります。環境に配慮

した製品のラインナップにより、お客様には当社製品に素材+αの価値を提供し、販売機会の拡

大、収益の増加、選ばれ続ける UACJ につなげていきたいと考えています。 
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今回新しく公表した、Scope3 の目標値です。こちらは Scope1、2 と同様、2019 年度比で CO2排

出原単位 30%削減とするもので、 

当社グループで排出する CO2は、Scope3 は全体の 8 割を超え、さらにその Scope3 の中でも

Category1 と呼ばれる、原材料に起因するものが 9 割を占めています。 

したがって、当社が Scope3 の削減、とりわけリサイクル率の向上に努めることは、CO2の削減に

大きく寄与する非常に重要な取り組みとなります。 

Scope3 の削減においては、その他リサイクル設備へ効果的な投資、技術開発、またサプライチェ

ーンを巻き込んだ仕組みづくり等を強化し、2030 年における 30%の削減の達成を確実に目指して

まいります。 
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環境に関する 3 つのマテリアリティ、3 つ目のアルミニウムの循環型社会の牽引についてご説明し

ます。 

この絵はこれまでも何度かご説明させていただいた、アルミニウムの循環型社会の構築に向けた活

動の広がりを示しております。UACJ が心臓となり、アルミニウム素材を送り出す動脈と、使用済

みアルミとして戻す静脈は確実につながりつつあります。 

使用済みアルミニウム缶加工処理の合弁会社設立、あるいは製缶メーカーとの業務提携など、具体

的な事例が進行中です。製缶メーカーとの業務提携については、次のプレゼンテーションのパート

でご紹介します。 
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このスライドは何度か見ていただいておりますが、アルミニウム新地金を作る場合と、再生アルミ

地金を使う場合のエネルギーの違いを示したものです。 

新地金精錬と比較し、アルミニウム再生地金を使用する場合には、必要とされるエネルギーはわず

か 3%となります。 

これが環境に優しい、あるいはリサイクル性に優れたといわれるゆえんです。また、一度金属とし

てアルミニウムを取り出せば、環境負荷の低い再溶解工程によって、アルミは何度でも使うことが

できるという特徴があります。 
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こちらの図は、日本、タイ、北米の 3 拠点における UBC の使用量の現状、および今後の予定を示

したものです。 

数あるアルミニウム製品の中でも、飲料缶のサイクルは、アルミニウムの循環型社会の形成に欠か

せません。 

直近の 2022 年度においても、2019 年度比でこの UBC の使用量は 20%の増加、2027 年度までに

は、日本の UBC 処理施設の新設、あるいはタイのスクラップ溶解炉の新設、また北米においては

シュレッダーラインの能力増強等々の施策を展開し、2027 年度には 2019 年度比で 70%増を計画

しています。 
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次に、UACJ リサイクル率、循環アルミの使用率についてご説明します。UACJ リサイクル率と

は、アルミニウムの資源循環性を示す指標です。リサイクルという表現は、現状もさまざまな定義

で使用されておりますので、誤解を生じないためにも、ここでは UACJ リサイクル率とさせていた

だいております。 

定義はこの式で示すとおりです。アルミの溶解時にどれだけの循環アルミを使用したか、この数字

が高ければ高いほど、アルミニウムの新地金を使わずリサイクル原料を多く使用していることにな

ります。 

このリサイクル率向上においても、各種施策を展開し、2019 年度は 65%というベンチマークです

が、2030 年度においてはこの数値を 80%まで引き上げていきたいと考えております。 
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UACJ リサイクル率の向上は、アルミニウム新地金の低減を意味します。新地金の使用率を最小化

することで、Scope3 の CO2削減、カーボンニュートラル挑戦宣言の達成につながってまいりま

す。さらには、ネイチャーポジティブにも好循環を与えてまいります。 

これらを実現していくためには、アルミニウム活躍の場が増えていくことが必要不可欠になりま

す。アルミニウム製品のリサイクルをすることで、循環型社会の形成、気候変動への対応、自然の

保全と再生・創出、ネイチャーポジティブへの貢献、UACJ だからこそできる環境への貢献をして

まいります。 
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本年は、国内におけるアルミニウム圧延開始から 125 年目の節目の年です。この 125 年で培って

きた技と術を余すことなく活用し、これからの 10 年、その先の 100 年に美しく豊かな地球がずっ

と続くよう、また、これらをビジネスチャンスに広げていけるよう取り組んでまいります。 

田中からは以上でございます。どうもありがとうございました。 

上田：田中さん、ありがとうございました。続きまして、事業の持続可能性を支える技術につい

て、専務執行役員、マーケティング・技術本部長の平野清一よりご説明申し上げます。 
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平野：マーケティング・技術本部の平野でございます。 

マーケティング・技術本部は今年 4 月に新設した部門で、R&D センターおよびモビリティテクノ

ロジーセンターの研究開発部門を本部内に取り込み、加えてマーケティング部、および情報調査部

を新設しました。技術とマーケティング活動を高次に融合させ、マーケットにアルミニウムのさら

なる活用を働きかけてまいります。 

本日は、事業の持続可能性を支える技術について、現状および将来にどのように結びつけるか、事

例を交えながらご紹介します。 
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最上位の概念である企業理念の実現を支える知的資本、技術について本日は紹介させていただきま

す。 

 

技術の活用としては、企業理念、素材の力を引き出す技術、技と術で持続可能と、こういうキーワ

ードを意識して、目指す姿「アルミニウムを究めて環境負荷を減らし、軽やかな世界へ。」をベー

スとしております。 
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長期ビジョン VISION 2030 の 4 つの貢献、成長分野・市場、素材+α、新領域、CO2 削減に対し

て技術を活用してまいります。 

 

UACJ グループが目指す技術開発の方向性を示しております。軽いなどの 15 ものアルミニウムの

特徴をベースとして、基盤技術を有しています。 

加えて、当社のコア技術を整理し、具体的に示しました。表面、加工などは、素材+αの展開に大

いに関係する重要技術です。 

UACJ が持つ知的資本は、国内におけるアルミニウム圧延展開から 125 年の積み重ねの結果でもあ

ります。アルミニウムの特徴、技術を生かして、特に 1950 年以降の 70 年間で、多くの製品を世

の中に出してまいりました。 

アルミニウムは地球上の資源量も多く、リサイクルしやすいなど、種々の特性があることから、継

続して世の中の多くの製品に使われております。さらに+αの付加価値をつけた製品を世の中に出

し続け、継続して社会に貢献できると確信しております。 

今後は、VISION 2030 実現に向け、この図の周囲にありますように、モビリティ、ライフスタイ

ル・ヘルスケア、環境エネルギーの分野に注力し、技術開発、製品化を進めてまいります。ここで

は、デジタル技術の活用など、外部パートナーとも連携し、活動を促進してまいります。 
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先ほどからご紹介しております、アルミニウムの 15 の特性です。これを、素材+αとなる製品に

使ってまいります。 

例えば、加工性がよいという特性です。アルミニウムは非常に塑性加工しやすく、さまざまな形状

に加工することが可能です。紙のように薄い箔や、この写真のように、複雑形状の押出形材を 1 回

の加工で容易に製造でき、飲料缶のように高速成形可能で、製品表面に精密加工することも比較的

容易です。切削加工にも優れており、金型などの工具類や機械部品に使用されております。 

アルミニウムは表面処理を生かしていける素材です。陽極酸化被膜処理（アルマイト処理）等、さ

まざまな表面処理が可能です。ちなみに、このアルマイトは日本人の発明でもあります。表面を硬

くし、防食効果を高めることが可能です。また、アルマイト処理の際、自然発色や電解着色などに

よって多彩な色を付けることが可能で、例えば建築外装や包装材、IT 機器など、デザイン性が強

く求められる分野の材料としても最適です。 

当社オリジナルの SDGs のバッジは当社グループで光輝材を利用して作ったもので、非常に光沢が

美しいバッジとなっております。 
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次に、当社の研究開発の強みを 5 つ挙げております。1 点目は、研究から量産化まで見届ける研究

開発を進めており、材料設計はもちろんのこと、基礎研究を生かして製品開発しております。研究

部門内にはお客様と同様の試験設備を保有し、開発を促進しております。例えば、製缶設備などが

ございます。 

2 点目として、事業部門と連携した開発をしております。名古屋、福井、深谷などの製造所には

R&D も併設して設置しております。 

3 点目として、技術の蓄積では、テクニカルレポートを毎年発刊するなど、研究活動を公表してお

ります。100 年以上前からの研究報告も保管、活用しております。 

4 点目として、お客様のご要望に応じた研究開発に努めており、ここでもお客様同様の試験設備を

有効に活用しております。 

5 点目として、研究規模としては、欧米の同業他社とトップクラスの陣容を持っていると理解して

おります。 
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次に、これからの UACJ を考えたときに、以下の 3 点を研究開発のポイントと考えております。1

点目は、田中から説明したマテリアリティに対して大きく寄与するものであり、これからの中核に

なると考えております。 

2 点目、まず二兎を追う、既存技術が基本であり、これにつきましては継続して深掘りしてまいり

ます。加えて、今まで以上に新技術、新製品に注力してまいります。マーケティング・技術本部を

設置した理由もここにあります。 

3 点目として、強化する分野、縮小する分野を明確にして進めてまいります。 
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このような製品の循環、グループの中で、アルミ化の推進、リサイクルを発展させるために技術を

活用してまいります。製品開発から、例えば合金設計なども循環型社会を考えて進めます。 
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次に、その代表例であるアルミニウム飲料缶の最近の情報をお話します。 

今年はじめに、UACJ は東洋製罐様と業務提携しました。最近の活動の例として、環境負荷を低減

した飲料缶蓋、EcoEnd を共同開発しました。12 月 4 日に情報をリリースしております。 

材料のコンセプトとしては、現在の缶の蓋材と同じ板厚の材料で、かつ蓋の形状を変えることな

く、既存の量産設備をベースに蓋をつくることができる材料です。 

従来、缶の胴と缶の蓋は異なる合金を使用してまいりました。使用済み飲料缶（Used Beverage 

Can、UBC）はこのうち主に缶胴に使われていましたが、今回の材料開発で、蓋のほうにも利用可

能にしました。先ほどお話しした材料の循環を、一層スムーズに進めることができます。 
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ここでは、最近の研究開発テーマと開発事例をお示しします。 

2 段に分けており、上段の素材+αへの貢献としては、100%リサイクル缶、あるいは自動車関係の

材料対応、それから少し先の話になりますが、アップグレードリサイクル技術の開発、新燃料運用

による CO2排出量削減にも関わっております。 

それから、新領域、新事業への貢献としては、デジタルとの融合を考えており、商品としては止水

板「水用心」や開封検知箔、お知らせ箔、水の架け橋、これらは実際に販売を開始しているもので

す。それから、3D プリンタ向けアルミニウム新合金の開発、これはかなり先の話にはなります

が、こういったことも進めております。 
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次に、産官学連携した国家プロジェクトのお話をします。循環型社会における環境負荷低減を目指

した技術開発を進めております。 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構とは、不純物元素低減技術の開発、また再

生地金を多く利用可能な高度加工技術などの開発といった、よりリサイクルしやすい合金利用の開

発を進めてまいります。 

これらの技術は確立までのハードルがありますが、実用化して製品に取り入れられたあかつきに

は、当社の大きな武器になります。 
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ここでは、アルミニウムを使われている製品の例を紹介します。例えば、すみだ北斎美術館の外壁

には、淡い鏡面のアルミパネルを使用しており、建物外壁に柔らかく下町の風景が映り込み、周辺

地域の風景に溶け込むと紹介されています。 

無印良品様の新宿靖国通り店では、最近、リサイクル材 100%使用の棚天板をご採用いただきまし

た。納骨壇では、表面処理を活用しております。ナンバープレートは、当社グループで塗装した板

をお使いいただいています。 

一番下の図の、名古屋の R&D センターや製造所の外壁に開発したアルミニウムハニカムパネルを

用い、軽量で剛性のあるパネルとなっており、外装材としての美しさを長期間保っております。 
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さらなるアルミニウムの普及のために、インブランディング活動を開始しました。アルミニウムが

消費者に浸透する活動を、ステージを上げながら長期にわたって進めてまいります。 

インブランディングによって素材+αでアルミニウムの価値を生かすべく、新ブランド ALmitas＋

を今年 9 月から運用開始しました。 

アルミニウムの認知度を向上させ、最終製品ともにアルミニウムを PR し、新分野、新領域のビジ

ネス拡大の可能性を広げてまいります。その結果として、事業領域の拡大、VISION 2030 の達成に

つなげてまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

47 
 

 

新ブランド ALmitas＋では、最終消費者を含めた多くの方に認知していただき、アルミニウム製品

が選択される機会を増やして、需要拡大していきたいと考えております。 

最近の具体的な例としては、アウトドアブランド「Arkitent」ワンポールテントのアルミポールへ

の採用、カート部品「Triple K」、加藤製作所様製造のスプロケット材への採用などがあります。

さらに、製品を増やす施策を積極的に展開中です。 
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研究開発によって得られたものは、循環型社会の構築に大きく貢献すると考えており、当社の企業

理念の実現に近づくものです。 

消費者にアルミニウムの持つ魅力を知っていただき、同時にそれを叶える研究開発メンバーの育

成、強化が重要と考えております。大学との連携、産官の連携、それから最近では小中学生の教育

活動など、次世代の研究者の育成を進めてまいります。 

以上、技術に関してご紹介させていただきました。ご清聴ありがとうございました。 

上田：平野さん、ありがとうございました。最後に、誰もが幸せを感じられる 健やかで調和の取

れた社会について、専務執行役員、ビジネスサポート本部長の山口明則よりご説明申し上げます。 
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山口：あらためまして、おはようございます。ビジネスサポート本部の山口でございます。 
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私のパートでは、羅針盤の下の部分、サステナビリティが目指す方向性の一つであるウェルビーイ

ングを当社がどう捉え、施策を立てていくかについて説明します。 
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UACJ が考えるウェルビーイングは、「誰もが幸せを感じられる 健やかで調和の取れた社会」を目

指すもの、このように定義しております。 

一人ひとりの Well、これが家族、地域、さらにはもっと広げて、それが一人ひとりにまた返って

くる、Well の WAVE であると考えています。まず、UACJ の社員一人ひとりが Well であるべく、

施策に取り組んでまいります。 
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石原からマテリアリティを見直しているとお話がありましたように、新しく見直したマテリアリテ

ィで、このウェルビーイングの分野で掲げるのは、人権の尊重と、多様性と機会均等の浸透です。 

サプライチェーン、社会全体で取り組むべき課題であり、当然当社も活動を強化し、展開していか

なければならないものと認識しております。 
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まず、人権の尊重からお話ししたいと思います。ここでは、当社が企業理念に掲げる、「素材の力

を引き出す技術で、持続可能で豊かな社会の実現に貢献する。」ことを目指して、人権の尊重に取

り組んでおります。 

一人ひとりが健康で心が充実し、幸せを感じられるようないい状態、Well を実現するにあたって

は、まず人権教育や人権デューディリジェンス、こういったものの実施などを、UACJ グループの

内側の活動として行ってまいります。 

また、サステナブル調達ガイドラインの策定や、グリーバンスメカニズムの構築など、グループの

外への活動も行ってまいります。 

グループ内においては、当社グループ全体のコンプライアンス、および人権に関する事項を所管す

るコンプライアンス委員会と、当社グループの人材領域に関する事項のうち、定期的かつ継続的に

取り組むべき事項を所管する人材委員会が、それぞれ、人権教育、人権デューディリジェンス、働

き方改革、あるいは自己啓発の支援に取り組んでおります。 
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次にグループにおける人権に関する取り組みについて、説明します。まず左側に、企業が求められ

る人権対応の全体像を示しております。右側は、UACJ グループにおける取り組み状況を呼応する

かたちで示しております。 

まずは、方針によるコミットメントについてです。2022 年の 3 月にグループ人権基本方針を策定

して、Web サイトで公開しております。 

それから、人権デューディリジェンスの実施につきましては、当社グループの事業を通じて発生す

る可能性のある人権への負の影響、リスクを評価した上で、負の影響に対する予防是正措置とし

て、当社グループ内での教育活動、人事制度の改革、サステナブル調達ガイドラインの策定を行っ

ております。 

また、負の影響があった場合の救済措置として、内部通報窓口の運営や、グリーバンスメカニズム

の整備を行っております。 

今後も、グループ理念に掲げる、「素材の力を引き出す技術で、持続可能で豊かな社会の実現に貢

献する。」を目指し、社会のサステナビリティ向上に貢献することができるように、人権に関する

国際的な潮流も注視しつつ、時代に合った適宜適切な対応をグループ挙げて行ってまいります。 
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2022 年度の人権デューディリジェンスの結果を総括して示しております。 

2022 年度は UACJ 押出加工の安城製作所でデューディリジェンスを実施しております。右に、マ

トリックスで評価結果を記載しておりますように、負の影響とリスクはないと判断しております。

安城製作所では技能実習生を受け入れており、今回はこの受入れの状況や実態の確認と、インタビ

ューを実施して、良好な労働環境であることを確認しました。 

また、左下には今年度の計画を示しております。名古屋小山地区で人権デューディリジェンスを実

施する予定です。さらに、オーストラリアのグループ会社 UACJ Australia Pty. Ltd.（UAAU）にお

いても対話を実施する予定です。 

サプライヤーに対しては従来、調達ガイドラインを持っておりましたが、これを改善するかたち

で、新しくサステナブル調達ガイドラインを今年度中に主要な取引先様に対して示し、われわれへ

ご賛同いただきたいという計画です。 
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次に、マテリアリティの一つである DE&I について、内容を整理して、より積極的な施策に取り組

んでいきたいということをご紹介します。 

2021 年 2 月に再定義した UACJ ウェイのうち、相互の理解と尊重が DE&I に直結すると認識して

おります。そういった意味では、従業員それぞれの中に既に根づいてきているであろうとは捉えて

おりますが、あらためてマテリアリティとして明文化し、より有効な施策を適宜とっていく計画で

す。 
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UACJ グループは多様性を尊重し、一人ひとりが憂うことなく過ごせる環境整備に努めてまいる所

存です。グループの DE&I に対する考えを明文化し、このたびダイバーシティ推進宣言として、社

内外に示すことにしております。 

DE&I のあり方については、グループとしてどうしていかなければならないかを、国内だけではな

く、国外のグループ社員とも意見交換等を実施しており、ここに紹介しております宣言をつくり上

げてきました。 

UACJ らしさのある内容にしたい、既に浸透している DE&I の認識を反映させたいという、社員そ

れぞれの思いを組み入れたものになっていると自負しております。 

デ・ア・イ、これを大切に育み、これからの活動に取り組んでまいります。 
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ここからは、人に関する重要な施策である人材戦略プロジェクトの進捗を報告します。 

VISION 2030 の実現、UACJ ウェイの体現、こういった UACJ の持続的な成長と、労働市場環境の

変化に対応する人材戦略が必要になってきたということで、2023 年 4 月から人材戦略プロジェク

トを本格始動させております。 

UACJ ウェイを体現し、実現する人材が、VISION 2030 を実現する人材へと成長することができる

ように進めてまいります。 
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このページにありますように、各事業本部が中心となって人の成長にかかわるわけですが、この部

門と人事部門が連携、協力を深めていくことを引き続きやっていきたいと考えております。 
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人材戦略プロジェクトはいくつかの、年ごとにここに示したフェーズで施策を実行しております。 

2023 年度はフェーズ 1 の最終段階に入っており、従業員の計画的な育成の実施に取り組み、2024

年度からはフェーズ 2 の段階に入るので、VISION 2030 の実現に向けた取り組みを加速させてい

きたいと考えております。VISION 2030 の実現に向けて、人材の最適化を目指して活動を推進した

いと思います。 
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人的資本に関する KPI の一例を示しています。この中にもあります、エンゲージメント調査を

2019 年から導入しており、あるいはその他のこの人的な指標も活用して、有効なアウトプット、

アウトカムが得られるように取り組んでいるのが現状です。 

詳細な施策と KPI につきましては、弊社のホームページあるいは統合レポートでご報告しており

ますので、またご参照いただけるとありがたいです。 

こういったデータの蓄積を進めていき、さらに分析を深めて、各指標と業績の連動性があるか、そ

ういったものを探ろうとしております。この後、少し紹介します。 
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まず、エンゲージメントです。エンゲージメント調査は、先ほど 2019 年からやっておると言いま

したが、ここにありますように、得られた結果を分析して、次の人事施策に反映させる取り組みを

各拠点、さらには拠点の職場単位ごとに実際にやっていて、その活動そのものは定着している状態

にあります。 

今年度の調査が先月締切りで、これから結果をまとめてまた出てくることになります。こういった

ものに一喜一憂してはいけないと言われておりますし、長期的なビジョンでフィードバックしなが

ら進めていきたいと考えております。 
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さらに、われわれだけでは限界がありますので、こういったエンゲージメント調査などの、これま

でに蓄積してきた人的資本に関するデータの最大活用を通じて、強化すべき人的資本政策を特定し

てまいります。 

財務インパクトとして可視化できることを目指して、UACJ の持続的な成長の一助となるべく、プ

ロジェクトを立ち上げております。 

このプロジェクトは、社内だけではなくて、京都大学の砂川研究室にもご参画いただいており、有

益なアドバイスをいただきながら進めています。当社個別の事情に応じた内容にしていこうと考え

ておるところです。 
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最後に、企業として備えるべき人権への尊重を十二分に備え、また単に経営層が望む人材を育てる

だけではなくて、働く側の人からも、こういう人材として社会で活躍したいから UACJ を選んだ

と、そんな誇りを持っていえるような人材、こういう人たちからも選ばれる企業でありたいと考え

ております。 

こういった視点も加味して、このテーマである、「誰もが幸せを感じられる、健やかで調和の取れ

た社会」、こういったところに貢献できる企業を目指して活動を進めてまいりたいと思います。 

私のプレゼンテーションは以上です。ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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